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市民を愛する 市民に愛される 病院へ

ご 挨 拶

明けましておめでとうございます。旧年中は病診連携を密にしていただき、厚く御礼申し上
げます。有明地区の基幹病院として、また、地域医療支援病院として地域医療を確保し、地
域がん診療連携拠点病院、脳卒中急性期拠点病院、さらに、急性心筋梗塞急性期拠点病院
として、今年も病診連携の強化と地域医療の質の向上を図り、地域完結型医療を目指して、
なお一層の努力を致します。何卒ご支援賜りますようよろしくお願い申し上げます。

昨年末には、インターネットを使用したＩＣＴ「有明地域医療連携ネットワーク（通称ありあけ
ネット）」を12月1日に開始いたしました。本院へのご紹介患者さんの中で、紹介元の先生が

本院での検査データ（ＣＴやＭＲＩなどの画像や心電図、また、採血）やカルテの参照をするこ
とを同意して頂いた方は、紹介元の先生は、本院の電子カルテに進入し、閲覧できるシステ
ムを構築致しました。この有明ネットは、大牟田市立病院のＩＣＴとも繋がっており、大きなネッ
トワークとなっております。

尚、本院の連携室は病院正面玄関の右手にあり、相談支援センター内にあります。センタ
ー長の不破副院長を始め、室長の山下主任看護師、がん診療連携の認定看護師松山主任
看護師、ＭＳＷ４人、精神保健福祉士１人、事務職４人の１２名体制で、「相談支援センター」
として病診連携を中心に行っております。その内容は、ご紹介患者の対応、退院についての
相談、支援、あるいは認定看護師の在宅ケアなどの病診連携とがん患者の諸種のご相談（
セカンドオピニオンやがんの悩みなど）に携わっております。お気軽にご利用下さい。

さて、本院の地域医療研修センターでは、医師会の講演会、がん診療連携拠点病院として
の研修会や講演会、また、有明地域医療連携ネットワークの研修会や一般市民を対象とし
た市民公開講座や循環器勉強会など、地域医療支援病院として諸種の講演会や研修会に
利用していただき、この有明地域の医療の質向上に一役買わせていただいております。

今年も病院キャッチフレーズ「市民を愛し、市民に愛される病院へ」を目指し、皆様方のご
支援ご協力を賜りながら、質の高い医療と安全安心な医療の提供を目指して行く所存です。
この有明の地域医療をしっかり守って参りますので、今年も荒尾市民病院をどうぞよろしくお
願い致します。
追伸：昨年９月９日に救急科松園幸雅部長が「平成26年度救急医療功労者熊本県知事表

彰」を受賞いたしました。これは松園医師の救急医療に対する熱い思いが県に認められ、表
彰という形になったものと感謝しております。

平成27年正月 病院事業管理者 大嶋壽海



有明地域医療連携ネットワークシステム
（通称ありあけネット）について

「有明地域医療連携ネットワークシステム（通称：ありあけ
ネット）」は、地域医療支援病院の当院と地域の医療機関の先
生方が連携を深め、今後目指すべき「地域完結型医療」の実
現に向けたシステムを構築するための第一歩になるものと考
え、昨年12月1日より稼動しております。
このシステムにご参加いただくことにより、医療機関同士の
密な情報共有が可能となり、参加同意いただいた患者さんも
正確な情報に基づいた高度で安全、効率の良い診療が受けら
れることとなり、患者さんの満足度向上や提供する医療サービ
スの質の向上つながると考えています。地域の医療機関の先
生方や患者さんにご利用いただきますようご案内いたします。
なお、このシステムは大牟田市立病院とも連携しています。

形成外科外来に新しいレーザーが入りました

このたび新たに導入されたQスイッチヤグレーザー
「MedLite (メドライト) C6」は、通常のしみやソバカス治療

に加え、治療が難しかった肝斑や炎症性色素沈着にも高
い効果があり、安全性に優れているのが特徴です。これ
までは肝斑の治療にレーザーは禁忌とされていましたが、
この「MedLite (メドライト) C6」は2種類の波長を持ってお

り、「レーザートーニング」という、肝斑を悪化させることな
く改善できる専用の照射モードが搭載されています。レー
ザートーニングは、肝斑のほかに開いた毛穴やくすみにも
効果的で、治療後には肌がつるつるになったり、うぶ毛の
除毛作用もあります。回数を重ねるごとに角質が柔らかく
なり、透明感のある輝いた肌になります。興味のある方は
お気軽に当院形成外科外来までお問い合わせください。

荒尾市民病院 ℡0968-63-1115 （形成外科外来内線268）



『有明地域医療連携ネットワークシステム（通称：ありあけネット）』のご案内 

 荒尾市民病院では、地域の医療機関の皆様方と充実した連携を行うため、「有明地域医療
連携ネットワークシステム（通称：ありあけネット）」を導入いたしました。 

 このシステムは、同意を得られた患者さんの診療情報（電子カルテ）を地域医療機関の
先生方と当院の間で、安全に保護されたインターネット回線を介して共有（参照）するも
のです。 

 患者さんにとっては、正確な情報に基づいた高度で安全、効率の良い診療（重複した検
査や内服がなくなる等）が受けられるメリットがあります。 

 地域医療の質の向上や地域完結型医療を実践するためにも地域医療機関の先生方や患者
さんにご利用いただければ幸いです。 

 なお、このシステムは大牟田市立病院とも連携しています。 

 

★用意いただくもの *パソコン （現行でメーカーのＯＳサポートが受けられるもの） *インター

ネット光回線 *セキュリティソフト  

★利用開始までの流れ 

 

 

★参照できる内容 

①医師等記録（サマリー含む） ②放射線画像 ③各種検査結果（レポート） など 

★問合せ先 荒尾市民病院 相談支援センター（地域医療連携室） 

電話 ：０９６８‐６３‐１１１５（代表） 

         ＦＡＸ：０９６８‐６２‐４５４３（相談支援センター直通）  



編 集 後 記
大寒の厳しい寒さが身にしみる季節となりました。

昨年は地域連携にご協力を賜り、ありがとうございました。

今年は未年です。未の干支の特徴として、「穏やかで人情に厚い」とされているそうです。

地域連携室一同これに習い、地域の皆様に少しでもお役に立てるよう頑張って参ります。

今年も昨年以上のご厚情を宜しくお願いします。

相談支援センター 山下

《病院理念》

荒尾市民病院は地域住民の健
康の維持増進に努め、患者中心
の安全で質の高い医療の提供を
目指します。

《基本方針》

１．地域の信頼に応える急性期医療を目指し、最善の医療を提供します。
２．地域連携を進め、地域完結型医療を目指します。
３．患者の人権を尊重し、温かい心を持った医療人を育成します。
４．効率的な経営管理を基本とし、健全な経営を目指します

《患者様の権利》

・あなたは、あなたの病気について必要な医療を受けることができます。

・あなたは、医療の内容について十分な説明を受け、十分な納得と同意の上で適切な医療を選択することができます。

・あなたは、医療の内容についてご自分の希望を申し出る事ができます。

12月23日（火）14：00～クリスマス会を開催しました。

今年も昨年大好評だったバンド『ブラザーズ』に来ていただきました。『ブラザー
ズ』は元『南こうせつとかぐや姫』のメンバー２人が在籍している大分のグループ
です。やさしい歌声で『神田川』、『なごり雪』、『東京』など昭和の懐かしいヒット曲
を演奏していただいたかと思えば、ユーモアを交えたトークもあり、あっという間に
時間が過ぎてしまいました。

この日はとても寒い日でしたが、入院中の患者さんやご家族など多くの方が参
加され、即席で作った会場は満杯で熱気にあふれていました。最後は参加者全
員で『きよしこの夜』などを歌い、楽しいコンサートは終了しました。来場していた
だいた皆さま、誠にありがとうございました。

クリスマスコンサートを開催しました


